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なかとんべつ町議会だより１９７号 ２

平成29年
第１回
定例会

平成29年
第１回
定例会

　平成２９年第１回定例会が、３月１日から１０日まで１０日間の会期で開かれまし
た。
　招集日３月１日の行政報告で、町長から次の４点が報告されました。
１．３月４日のＪＲ北海道のダイヤ改正に伴う、バス時刻表の改正及び一部路線の見
　直しについて、札幌発の最終便が現行の１７時４８分から１８時３０分と４２分遅
　くなることにより、終点を浜頓別ターミナルまでに短縮するほか、到着が大幅に遅
　れた場合にバスに代わる輸送手段として「有料乗合タクシー事業」の調整などを行
　っている。
２．町立歯科診療所に対し、昨年９月に厚生労働省北海道厚生局による個別指導が行
　われ、多岐にわたり「改善事項」が示された。これに対し、「改善報告書」を提出
　するとともに「医療費の自主返還」をする。返還金は保険者に対し3,528,345円、受
　診者に436,121円で確定された。
　　杉澤宗一郎所長から、一身上の都合を理由とし５月３１日をもって契約解除の申
　出があり、早急に新たな歯科医師確保対策を講じたい。
３．国保病院において、４月１日から作業療法士１名を採用し、昨年採用した理学療
　法士と２名体制でリハビリテーション業務を実施する。
４．中頓別町農業体験交流施設の管理運営について、指定管理者である（有）シビル
　開発より、３月末日をもって指定管理の解除の申出があった。新たな指定管理者の
　公募をしたが応募者がなかったため、平成２９年度については町直営で管理運営を
　行う。
　３月５日に開催されたサンデー議会では、小林町長が平成２９年度町政執行方針、
田邊教育長が教育行政執行方針を表明、一般質問を通じて７名の議員が町長、教育長
の所信を質（ただ）しました。
　３月８日には、１０年間不在であった副町長に現総務課長の遠藤義一氏を選任する
ことに賛成多数で同意したほか、条例案等１３議案と平成２８年度各会計補正予算７
議案を原案可決しました。
　本会議休会中の３月８日、９日、平成２９年度各会計予算案を全議員で構成する「
予算審査特別委員会」（星川三喜男委員長）で審査。全８会計予算を原案可決し、本
会議に報告。再開された本会議で原案可決し、全日程が終了したため、会期を１日残
して３月９日に閉会しました。
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ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから  議会  へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質　

問

●
公
共
施
設
等
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

　

て

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
従
来
の
照
明
器
具
よ
り

長
寿
命
で
ラ
ン
プ
交
換
す
る
頻
度
が
軽
減
さ

れ
、
消
費
電
力
が
少
な
く
電
気
料
金
も
軽
減

で
き
る
が
、
導
入
が
遅
れ
て
い
る
。

　

役
場
庁
舎
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
学
校
は
地
域
で
最
も
身
近
な
公
共
施

設
で
あ
り
、
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
は
環

境
教
育
的
に
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
う

が
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
導
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

町
が
管
理
す
る
道
路
照
明
を
平
成
26
年
度

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
電
気
料
金
を
約
45
％
節
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

役
場
庁
舎
、
小
中
学
校
だ
け
で
な
く
公
共

施
設
全
体
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

る
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、

今
年
度
に
策
定
す
る
中
頓
別
町
町
有
施
設
長

寿
命
化
計
画
及
び
公
共
施
設
等
総
合
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
、
施
設
維
持
管
理
・
修
繕
に

あ
わ
せ
な
が
ら
事
業
化
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

●
副
町
長
の
設
置
や
課
の
増
設
は
町
民
の
負

　

担
増
と
な
る

　

人
口
減
少
な
ど
へ
の
効
果
的
対
策
を
打
ち

出
せ
て
い
な
い
中
で
副
町
長
を
置
き
、
課
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
報
酬
等
が
町

民
に
と
っ
て
よ
り
重
い
負
担
と
な
る
。
以
前

２
課
に
分
か
れ
て
い
た
建
設
課
と
産
業
課
を

１
つ
に
ま
と
め
た
の
は
、
公
共
事
業
の
減
少

が
主
な
理
由
で
あ
り
、
低
成
長
時
代
に
あ
っ

て
、
な
ぜ
ま
た
分
離
す
る
の
か
。
安
易
な
課

の
設
置
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
革
努
力
を
無
に

す
る
も
の
で
町
民
に
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
、

課
の
設
置
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
制
は
廃
止
し

な
い
の
か
。
課
と
同
一
単
位
の
グ
ル
ー
プ
は

必
要
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

副
町
長
を
置
き
、
課
を
増
や
せ
ば
公
文
書

等
の
間
違
い
は
無
く
な
る
の
か
。
こ
こ
数
年
、

中
頓
別
町
行
政
は
間
違
い
が
非
常
に
多
く
、

今
の
職
員
内
で
単
に
配
置
が
変
わ
る
だ
け
な

ら
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

町
民
の
た
め
に
と
い
う
の
が
第
一
で
あ
る
。

副
町
長
を
置
く
こ
と
も
、
産
業
建
設
課
を
二

つ
に
分
け
る
こ
と
も
こ
の
考
え
方
に
反
す
る

こ
と
な
く
、
一
定
の
財
政
規
律
を
堅
持
し
た

な
か
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き

な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創
生

に
取
り
組
む
ほ
か
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る

行
政
事
務
を
適
切
に
執
行
し
て
い
く
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
制
は
し
ば
ら
く
現
状
維
持
と
し

た
い
。

　

公
文
書
等
の
間
違
い
に
つ
い
て
は
申
し
訳

な
く
、
す
べ
て
改
善
で
き
る
と
は
い
え
な
い

が
、
副
町
長
に
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
よ

う
役
割
の
一
つ
と
し
た
い
。

質　

問

●
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

社
会
人
枠
の
一
般
行
政
職
と
し
て
、
農
業
、

林
業
、
商
工
、
福
祉
の
４
分
野
か
ら
経
験
者

を
募
集
し
て
い
た
が
、
採
用
は
行
わ
れ
た
の

か
。
町
村
会
の
高
卒
試
験
で
は
合
格
者
に
採

用
を
断
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
事
実
か
。
ま

細 

谷 

久 

雄 

議
員

第１回定例会は、町長が平成29年度町政執行方針、教育長が教育行政執行方針を表明。
７議員が一般質問を行いました。

宮 

﨑 

泰 

宗 

議
員
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な
話
を
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
と
感
じ
る
町

民
は
多
く
、
理
解
さ
れ
る
努
力
が
足
り
な
い

の
で
な
い
か
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
先
日
の
テ
レ
ビ
報
道
で

も
、
交
通
会
議
の
月
額
報
酬
が
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
費
用
弁
償
と
し
て
関
連
付
け
ら
れ
て
お

り
、
議
会
の
中
で
も
当
初
そ
の
よ
う
に
説
明

し
な
が
ら
、
無
料
を
謳
い
続
け
る
の
に
は
無

理
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

ブ
ド
ウ
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
品
種

を
栽
培
す
る
の
か
。

　

空
き
家
対
策
は
、
所
有
者
が
不
明
の
場
合

で
も
行
政
代
執
行
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

い
ず
れ
も
町
と
し
て
の
基
本
政
策
に
立
っ

た
取
り
組
み
で
あ
り
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
よ
り
広
く
町
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
必
要
と

思
う
。

答　

弁　

○
長
尾
総
務
課
参
事

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
交
通
会
議

出
席
の
費
用
弁
償
で
あ
る
５
千
円
が
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
報
酬
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
必
ず
し
も

交
通
会
議
に
参
加
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

答　

弁　

○
平
中
産
業
建
設
課
長

　

醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て
は
、

山
ブ
ド
ウ
系
の
品
種
を
40
本
程
度
、
離
農
し

た
元
酪
農
家
の
畑
な
ど
、
２
か
所
で
定
植
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
に
適
し
た

有
効
積
算
温
度
は
先
進
地
よ
り
低
い
が
、
可

能
性
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

答　

弁　

○
遠
藤
総
務
課
長

　

空
家
対
策
条
例
が
制
定
さ
れ
て
も
、
所
有

者
が
特
定
で
き
な
い
物
件
に
対
し
、
行
政
代

執
行
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
飛
散
防
止
措

置
を
講
じ
た
小
学
校
近
く
の
危
険
廃
屋
に
つ

い
て
も
、
現
時
点
で
は
代
執
行
等
他
の
対
応

は
考
え
ら
れ
な
い
。

質　

問

●
福
祉
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

　

経
営
危
機
に
あ
る
南
宗
谷
福
祉
会
で
は
新

年
度
か
ら
の
経
営
改
革
案
が
示
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

指
導
監
督
権
限
を
持
つ
町
と
し
て
改
革
効
果

を
ど
の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

55
歳
昇
給
停
止
で
は
な
く
、
昇
給
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
特

号
俸
の
廃
止
や
手
当
の
削
減
も
、
同
時
に
昇

給
基
準
を
見
直
し
、
役
付
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
全
員
が
上
級
職
に
渡
れ
る
改
正
と
聞
い

て
い
る
。
町
は
確
認
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

南
宗
谷
福
祉
会
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
赤
字

削
減
対
策
と
し
て
は
、
俸
給
表
の
特
号
俸
の

廃
止
や
55
歳
昇
給
停
止
、
資
格
手
当
見
直
し

等
に
よ
る
経
費
削
減
や
、
業
務
改
善
に
向
け

て
研
修
会
等
に
よ
る
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

又
は
資
格
取
得
に
対
す
る
支
援
や
働
き
や
す

い
環
境
の
整
備
を
行
い
、
人
材
確
保
や
資
格

取
得
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の

予
算
見
込
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及

び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
合
わ
せ
て
前
年
度
対
比

で
、
１
千
万
円
以
上
の
経
費
削
減
を
見
込
ん

で
い
る
。

答　

弁　

○
吉
田
保
健
福
祉
課
長

　

改
革
案
の
内
容
は
、
担
当
課
と
し
て
も
町

長
の
答
弁
ど
お
り
特
号
報
の
廃
止
や
55
歳
昇

給
停
止
な
ど
と
把
握
し
て
お
り
、
変
わ
り
な

く
実
行
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

●
町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て
、
重
点
化
す
べ  

　

き
３
つ
の
柱
か
ら

１　

こ
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

①　

保
育
料
の
大
幅
軽
減
に
言
及
し
て
い

　
　

る
が
、
無
償
化
を
考
え
て
い
る
か
。

　

②　

社
会
教
育
の
推
進
が
項
目
化
さ
れ
た

　
　

が
、
成
人
教
育
の
基
本
的
な
考
え
を
伺

　
　

い
た
い
。

た
、
今
回
と
同
じ
よ
う
な
内
容
で
４
月
に
試

験
を
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
同
時

に
保
育
士
も
１
名
募
集
し
て
い
る
が
、
な
ぜ

保
育
士
に
だ
け
専
門
試
験
が
あ
る
の
か
。

　

２
月
の
試
験
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

広
報
で
周
知
さ
れ
た
時
点
で
既
に
受
付
期
間

が
始
ま
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

社
会
人
枠
の
一
般
行
政
職
採
用
試
験
は
、

２
月
５
日
に
実
施
し
た
が
合
格
者
は
お
ら
ず
、

昨
秋
の
初
級
職
員
採
用
試
験
で
も
、
追
加
分

を
含
め
て
３
名
に
対
し
採
用
内
定
を
通
知
し

た
が
、
い
ず
れ
も
採
用
辞
退
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。

答　

弁　

○
遠
藤
総
務
課
長

　

２
月
の
試
験
は
２
名
の
応
募
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
町
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
新
た
に
掲
載
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
求
人
を
目
に
し
て
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

面
接
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
保
育
士

の
採
用
に
は
専
門
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、

社
会
人
枠
で
は
適
性
試
験
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
掲
載
で
不

備
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
注

意
し
た
い
。

質　

問

●
町
政
執
行
方
針
か
ら

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
空
き
家
、
ブ
ド
ウ
、
こ

の
よ
う
に
ど
こ
か
ら
か
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
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４
月
よ
り
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」

　
　

を
配
置
し
、
認
知
症
高
齢
者
が
安
心
し

　
　

て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

　
　

町
内
事
業
所
と
の
情
報
交
換
の
ほ
か
、

　
　

自
治
会
組
織
を
核
と
し
た
見
守
り
の
し

　
　

く
み
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
今
後
検
討

　
　

し
た
い
。

２
②　

身
体
障
が
い
者
相
談
員
の
配
置
や
日

　
　

常
生
活
用
具
給
付
の
ほ
か
、
町
の
独
自

　
　

事
業
と
し
て
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
、

　
　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、

　
　

２
種
重
度
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
１
種

　
　

重
度
者
の
適
用
を
今
後
検
討
す
る
。

３
①　

商
店
等
の
廃
業
は
地
域
の
生
活
力
や

　
　

利
便
性
、
魅
力
も
低
下
さ
せ
る
。
継
続

　
　

す
る
た
め
の
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も

　
　

に
、
商
工
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

　
　

相
談
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

３
②　

事
業
者
が
１
月
に
鉱
業
権
を
取
得
し
、

　
　

前
向
き
に
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
詳

　
　

細
に
つ
い
て
は
時
間
を
要
す
る
と
の
こ

　
　

と
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
具
体
的
な

　
　

計
画
の
提
出
を
受
け
て
か
ら
、
支
援
等

　
　

に
関
す
る
協
議
を
行
い
た
い
。

３
③　

６
次
産
業
化
や
、
新
た
な
特
産
品
の

　
　

開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

　
　

て
位
置
づ
け
て
い
る
。
本
年
度
は
50
㎡

　
　

の
試
験
圃
場
２
か
所
を
確
保
し
、
苗
30

　
　

〜
40
本
程
度
を
植
え
付
け
す
る
。
実
が

　
　

な
る
ま
で
に
３
年
、
安
定
し
た
収
穫
に

　
　

は
10
年
は
か
か
る
。
ま
ず
は
本
町
で
の

　
　

ブ
ド
ウ
栽
培
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証

　
　

し
、
日
本
最
北
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
設
置

　
　

を
目
指
し
て
第
一
歩
を
進
め
た
い
。

質
　
問

●
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

　

方
針
内
容
は
教
育
現
場
の
あ
り
方
で
あ
り
、

こ
れ
を
指
導
・
助
言
す
る
執
行
体
制
に
つ
い

て
の
言
及
が
な
い
。
教
育
委
員
会
の
管
理
、

指
導
・
助
言
体
制
は
万
全
か
。

　

特
に
社
会
教
育
専
門
職
配
置
に
法
令
違
反

は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　

教
育
長
と
し
て
校
長
会
・
教
頭
会
を
通
じ

て
学
校
教
育
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
指
導
・
助
言

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
宗
谷
教
育
局
の
指

導
主
事
や
義
務
教
育
指
導
監
の
学
校
経
営
指

導
に
教
育
長
も
同
席
し
、
学
校
運
営
等
に
係

る
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る

団
体
と
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
を
行

い
実
施
し
て
い
る
。

　

社
会
教
育
の
指
導
に
つ
い
て
、
兼
務
で
は

あ
る
が
社
会
教
育
主
事
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、

不
十
分
で
は
あ
る
が
法
令
に
違
反
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

質
　
問

●
安
全
町
民
生
活
を
支
え
る
体
制
、
対
策
の  

　
確
立
に
つ
い
て

　

昨
今
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
、
異
常
気

象
に
よ
り
、
道
内
に
お
い
て
も
河
川
氾
濫
・

洪
水
が
多
発
し
て
い
る
。
昨
年
８
月
末
の
南

富
良
野
町
幾
寅
の
空
知
川
堤
防
決
壊
に
よ
る

水
害
は
記
憶
に
新
し
い
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平

成
28
年
度
は
わ
が
町
に
お
い
て
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ず
、
危
機
管
理
体
制
等
の
取
り
組
み

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
行
政
・
消

防
・
自
治
会
・
各
団
体
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
構
築
・
強
化
す
る
お
つ
も
り
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

昨
年
の
夏
に
道
内
で
起
こ
っ
た
災
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

防
災
訓
練
が
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
考
え

た
上
で
、
従
前
の
や
り
方
を
踏
襲
し
た
訓
練

の
実
施
を
見
送
る
結
果
と
な
っ
た
。
新
年
度

２　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

①　

認
知
症
施
策
の
具
体
的
対
応
に
つ
い

　
　

て
伺
う
。

　

②　

障
が
い
者
対
策
は
、
ほ
と
ん
ど
知
的

　
　

障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
対
応
で

　
　

あ
る
。
身
体
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援

　
　

事
業
は
不
十
分
で
あ
る
。

３　

地
域
経
済
再
生
に
つ
い
て

　

①　

今
廃
業
し
よ
う
と
し
て
い
る
商
店
の

　
　

継
承
に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

　
　

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
担
当
職
員
が

　
　

相
談
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ

　
　

る
の
か
。

　

②　

企
業
誘
致
に
期
待
を
持
た
せ
て
い
る

　
　

石
灰
石
の
事
業
内
容
が
な
い
が
な
ぜ
か
。

　

③　

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
試
験
研
究
が
予

　
　

算
化
さ
れ
期
待
し
て
い
る
が
、
取
り
組

　
　

む
心
構
え
を
伺
い
た
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

１
①　

当
面
は
現
状
の
保
育
料
体
制
を
継
続

　
　

す
る
考
え
で
あ
る
が
、
子
ど
も
・
子
育

　
　

て
施
策
の
充
実
に
向
け
て
見
直
し
も
し

　
　

て
い
く
。
無
償
化
に
つ
い
て
は
今
後
の

　
　

検
討
課
題
と
す
る
。

１
②　

芸
術
文
化
振
興
、
健
康
づ
く
り
・
ス

　
　

ポ
ー
ツ
振
興
を
２
本
の
柱
に
据
え
て
い

　
　

る
。
こ
の
推
進
の
た
め
に
実
践
す
る
人

　
　

や
体
制
づ
く
り
な
ど
、
必
要
な
支
援
を

　
　

行
い
た
い
。

２
①　

昨
年
12
月
に
「
中
頓
別
町
認
知
症
初

　
　

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

長
谷
川 

克 

弘 

議
員



なかとんべつ町議会だより１９７号７

備
計
画
に
か
か
わ
る
が
、
今
秋
ま
で
に
、
暖

房
器
具
の
設
置
に
向
け
て
行
動
す
る
。

質　

問

●
災
害
時
緊
急
対
応
に
つ
い
て

　

中
頓
別
町
平
成
27
年
度
版
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
、
あ
か
ね
全
域
が
１
ｍ
〜
２
ｍ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
に
つ
い
て
は

２
ｍ
〜
５
ｍ
と
洪
水
の
程
度
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
長
寿
園
に
つ
い
て
は
十
分
な
避
難
体

制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
長
寿
園
が
で
き
て
一
度
も
整
備

し
た
こ
と
が
な
い
の
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
平
成
27
年
度
版
で
あ
り
、
こ
の
一
年
間
避

難
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
万
が
一
、
頓
別
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、
長

寿
園
入
所
者
の
避
難
場
所
の
確
保
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
明
確
な
避
難
先

で
は
、
災
害
の
想
定
や
避
難
場
所
な
ど
を
見

直
し
た
上
で
、
訓
練
内
容
に
関
し
て
も
充
実

を
図
っ
て
実
施
し
た
い
。

　
今
後
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
、

建
設
協
会
等
と
の
防
災
協
定
締
結
に
向
け
た

協
議
を
は
じ
め
、
各
自
治
会
に
お
け
る
「
自

主
防
災
組
織
」
の
設
立
へ
の
支
援
を
推
進
し

危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

質　

問

●
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

老
朽
化
著
し
い
町
民
体
育
館
に
つ
い
て
、

冬
季
の
厳
寒
期
に
お
け
る
室
内
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
あ
る
体
育
館
は
、
快
適
に
運
動
が
で
き

る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
27
年

第
２
回
定
例
会
で
、
「
整
備
方
法
を
検
討
す

る
」
と
い
う
答
弁
を
前
教
育
長
か
ら
受
け
て

い
る
が
、
こ
の
２
年
間
足
踏
み
状
態
で
あ
り
、

劣
悪
な
環
境
下
で
の
使
用
が
続
い
て
い
る
状

況
を
改
善
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
好
し
て
い
る
町
民
か
ら
の
声
で
も
あ

る
。
是
非
、
検
討
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答　

弁　

○
田
邊
教
育
長

　
現
在
、
町
民
体
育
館
に
は
入
口
側
の
左
右

に
ス
ト
ー
ブ
が
あ
る
が
、
こ
の
設
備
で
は
厳

寒
期
に
体
育
館
内
が
ス
ポ
ー
ツ
に
快
適
な
環

境
と
な
る
に
は
、
不
十
分
と
認
識
し
て
い

る
。

　
老
朽
化
し
て
い
る
教
育
関
連
施
設
等
の
整

査
等
の
助
成
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

健
康
診
査
及
び
通
院
に
係
る
交
通
費
の
助
成

を
行
っ
て
き
た
。

　
提
案
の
上
乗
せ
分
に
つ
い
て
は
、
町
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

質　

問

●
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

執
行
方
針
の
中
に
中
頓
別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
進

め
る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
・
協
議
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
だ
け
に
特
化
せ
ず
、

産
業
全
体
を
考
え
て
多
方
面
か
ら
の
関
係
者

が
参
画
で
き
る
組
織
が
必
要
と
思
う
。

　

二
通
り
が
あ
る
と
思
う
が
、
既
存
の
観
光

に
携
わ
る
組
織
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
組
織

を
ま
と
め
て
構
成
す
る
の
か
、
別
の
組
織
を

立
ち
上
げ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
機
構
（
組

織
づ
く
り
）
を
考
え
て
い
る
の
か
。

の
確
保
や
避
難
方
法
の
確
定
は
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
早
期
に
関
係
者
と
の
協
議

の
場
を
設
け
て
対
策
に
努
め
た
い
。

答　

弁　

○
遠
藤
総
務
課
長

　
長
寿
園
が
で
き
て
40
年
余
り
た
つ
が
、
今

ま
で
避
難
先
、
避
難
場
所
の
確
保
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
早
期
に
関
係
者
と

協
議
を
し
、
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

質　

問

●
妊
婦
健
診
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
は

14
回
が
妥
当
と
さ
れ
、
全
国
的
に
も
９
割
を

超
え
る
自
治
体
が
14
回
の
受
診
券
を
発
行
し

て
い
る
。
本
町
も
そ
の
基
準
に
則
っ
て
14
回

に
な
っ
て
い
る
が
、
出
産
は
予
定
日
の
前
後

２
週
間
は
正
常
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
。
14
回

を
使
い
切
る
と
全
て
自
己
負
担
に
な
り
、
健

診
１
回
に
つ
き
３
千
円
か
ら
４
千
円
か
か
り

負
担
も
増
え
る
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
の
面
で
も
上
乗
せ
し

て
16
回
に
で
き
な
い
か
。
稚
内
市
で
は
平
成

28
年
度
か
ら
16
回
に
な
っ
て
い
る
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
母
子
保
健
法
に
基
づ
き
町
村
が
実
施
す
る

妊
婦
一
般
健
康
診
査
は
、
「
妊
婦
に
対
す
る

健
診
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
」
に
沿
っ

て
回
数
、
検
査
内
容
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
妊
婦
の
健
康
保
持
と
す
こ
や
か

な
出
産
を
支
援
す
る
た
め
、
「
妊
婦
健
康
診

佐 

藤 

奈 

緒 

議
員

西 

浦 

岩 

雄 

議
員

（注



なかとんべつ町議会だより１９７号 ８

質
　
問

●
町
民
負
担
を
伴
う
副
町
長
は
断
念
を

　

私
は
今
ほ
ど
危
機
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

副
町
長
を
置
け
ば
、
そ
の
年
収
が
町
民
の
重

い
負
担
と
な
る
。
そ
の
分
を
公
共
料
金
の
引

き
下
げ
や
福
祉
の
充
実
に
振
り
向
け
る
発
想

は
な
い
の
か
。

　

長
年
、
副
町
長
を
置
か
な
か
っ
た
の
は
英

断
で
あ
り
、
創
意
工
夫
で
乗
り
切
っ
て
き
た
。

本
町
行
政
の
誇
り
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
早
期

に
副
町
長
を
置
か
な
い
条
例
を
提
案
す
べ
き

で
あ
る
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

町
の
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
人
件
費

も
適
切
な
範
囲
で
抑
制
し
、
そ
の
中
で
よ
り

高
い
組
織
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
機
構
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
副
町
長
の
配
置
は
そ
の
た
め
に
行
う

も
の
で
あ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

質
　
問

●
住
宅
手
当
の
削
減
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
職
員
手
当

の
う
ち
、
住
宅
手
当
が
２
７
２
万
円
計
上
さ

れ
、
前
年
度
の
３
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ

の
額
は
本
町
の
１
世
帯
当
た
り
３
，
０
０
０

円
、
町
民
一
人
当
た
り
１
，
５
０
０
円
に
相

当
す
る
。
職
員
の
た
め
に
町
民
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
内
に
は
住
宅
手
当
の
な
い
事
業
所
も
多

い
。
住
宅
手
当
を
廃
止
、
若
し
く
は
減
額
し
、

町
民
負
担
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

職
員
の
住
宅
手
当
は
、
国
家
公
務
員
に
準

拠
し
た
基
準
で
支
給
し
て
い
る
。
平
成
29
年

度
で
は
現
対
象
者
に
２
名
の
新
規
採
用
者
を

見
込
ん
で
予
算
計
上
し
た
。
職
員
手
当
の
額

は
増
加
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
職
員
住
宅

の
廃
止
や
民
間
ア
パ
ー
ト
の
増
加
に
よ
り
、

町
が
管
理
す
る
住
宅
数
が
抑
制
さ
れ
る
効
果

も
あ
り
、
相
対
的
に
は
町
全
体
と
し
て
の
住

環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　

住
宅
手
当
は
国
の
基
準
に
沿
っ
て
制
度
化

し
て
お
り
、
今
後
も
現
行
基
準
ど
お
り
に
支

給
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

新
組
織
は
様
々
な
団
体
、
組
織
が
横
断
で

き
る
組
織
と
し
、
観
光
に
関
連
す
る
す
べ
て

の
情
報
を
集
約
し
、
一
元
的
な
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
暮
ら
し
体
験
等
の
滞
在
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
、
商
品
化
か
ら
宿
泊

や
体
験
、
食
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

等
を
行
う
組
織
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
既
存
の
観
光
関
連
組
織

や
団
体
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
全
体
が
携
わ

る
よ
う
な
組
織
構
成
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

　

既
存
施
設
の
運
営
組
織
や
新
た
に
加
わ
る

団
体
等
と
の
調
整
も
あ
る
た
め
、
組
織
の
具

体
的
な
構
成
や
設
立
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
の
地

域
づ
く
り
の
核
と
な
り
得
る
組
織
で
あ
り
、

来
訪
者
に
よ
る
外
貨
が
地
域
全
体
に
循
環
す

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
運
営
及
び
経
営
が
安

定
的
に
継
続
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
観
光
分
野
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光

協
会
、
商
工
会
の
思
い
も
大
切
に
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な
場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や
各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知ら
せします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう

注
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　

観
光
物
件
、
自
然
、
食
、
芸
術
・
芸
能
、

風
習
な
ど
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
に
精
通
し
、

地
域
と
共
同
し
て
観
光
地
域
作
り
等
を
行
う

法
人
の
こ
と
。



なかとんべつ町議会だより１９７号９

○ 

議
案
第
４
号　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

　

 

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

　

 

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

　

 

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

　

 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
５
号　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇 

　

 

等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
６
号　

商
工
業
振
興
支
援
条
例

　

（ 

一
部
改
正
）

　

事
業
費
要
件
を
低
額
に
し
た
対
象
事
業
を

追
加
し
、
助
成
金
の
交
付
対
象
を
拡
充
す
る

こ
と
に
よ
り
、
商
工
業
事
業
者
に
対
す
る
支

援
を
拡
充
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
７
号　

町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
８
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

（ 

一
部
改
正
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
基
礎
課
税
限

度
額
医
療
分
を
52
万
円
か
ら
54
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
を
17
万
円
か
ら
19
万
円
に
、

介
護
分
を
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ

改
正
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
９
号　

自
動
車
学
校
運
営
に
関
す

　

 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

学
生
の
入
校
者
の
減
免
規
定
を
設
け
、
入

校
者
の
確
保
に
つ
な
げ
る
も
の
。

○ 

議
案
第
10
号　

町
道
路
線
の
変
更

　

道
路
法
に
基
づ
く
、
町
道
あ
か
ね
５
条
通

り
線
の
起
終
点
、
延
長
等
の
変
更
。

○ 

議
案
第
12
号　

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
２

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
３
千
５
５

９
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
に
基
づ
く
追
加
、

減
額
。
歳
入
で
は
、
教
習
生
の
減
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
１
５
３
万
円
追

加
し
て
、
総
額
１
千
４
６
２
万
円
と
す
る
も

の
。

○ 

議
案
第
13
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
64
万
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
９
千
５
３

９
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
み
に
基
づ
き
保
険

給
付
費
等
を
減
額
。
歳
入
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
１
千
４
１
６
万
円
追
加
し

て
、
総
額
２
千
８
７
４
万
円
と
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
14
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　

 

会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
収
益
は
、
収
入
で
入
院
・
外
来

収
益
合
わ
せ
て
１
億
１
千
１
２
４
万
円
を
減

額
。
一
般
会
計
繰
入
金
と
し
て
１
億
２
千
２

７
０
万
円
を
追
加
し
、
繰
入
金
総
額
２
億
６

千
３
０
４
万
円
に
。
収
入
総
額
は
５
億
５
千

３
９
５
万
円
に
。

　

支
出
で
は
、
雑
損
失
に
１
千
47
万
円
を
計

上
し
、
総
額
５
億
４
千
８
９
５
万
円
に
。

○ 

議
案
第
15
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

 

予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
９
０

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
９
千
78
万

円
に
。

　

決
算
見
込
み
に
基
づ
き
、
電
気
料
、
修
繕

費
、
委
託
料
、
工
事
費
等
を
減
額
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
16
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
万
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
３
千
１
３

３
万
円
に
。

　

決
算
見
込
に
基
づ
く
追
加
、
減
額
。

○ 

議
案
第
17
号　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
84
万
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
千
６
３
７
万

円
に
。

　

広
域
連
合
納
付
金
等
を
減
額
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
２
号　

課
設
置
条
例
（
一
部
改
正
）

　

現
在
の
産
業
建
設
課
を
産
業
課
と
建
設
課

に
分
け
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
、
一

層
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

と
す
る
も
の
。

○ 
議
案
第
３
号　

個
人
情
報
保
護
条
例
（
一

　

 
部
改
正
）

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○ 

議
案
第
11
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
千

14
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
38
億
９

千
３
９
４
万
円
に
。

　

決
算
見
込
に
基
づ
く
追
加
、
減
額
の
ほ
か
、

国
保
病
院
に
対
す
る
繰
出
金
１
億
２
千
32
万

円
を
追
加
し
て
総
額
３
億
３
千
４
８
３
万
円

に
。
教
員
住
宅
１
棟
４
戸
の
建
設
費
７
千
７

５
３
万
円
を
追
加
。
特
別
会
計
繰
出
金
で
は

１
千
２
７
５
万
円
を
追
加
し
て
総
額
１
億
９

千
16
万
円
に
。
基
金
費
で
は
、
地
方
創
生
基

金
に
１
億
４
千
万
円
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
に
１
億
円
を
積
み
立
て
、
総
額
３
億
５
千

55
万
円
と
す
る
も
の
。

議決審議のあらまし
　第１回定例会では、新年度予算など28議案を
審議しました。
平成２９年度各会計予算は、予算審査特別委員会
（星川三喜男委員長）に付託して審査され、全会
計原案どおり可決しました。
平成２８年度各会計補正予算とその他の条例改正
案等は本会議・いきいきふるさと常任委員会で審
議され、すべて原案どおり可決しました。

３
月
１
日
議
決



い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
報
告

（
２
月
14
日
調
査
分
）
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○ 

議
案
第
26
号　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進

　
 

条
例
（
一
部
改
正
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
出
生
祝
金
を

現
行
の
３
万
円
（
商
品
券
）
か
ら
、
第
１
子
、

第
２
子
を
10
万
円
（
う
ち
５
万
円
分
商
品

券
）
、
第
３
子
以
降
30
万
円
（
う
ち
５
万
円

分
商
品
券
）
に
改
正
す
る
も
の
。

○ 

同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
字
弥
生
の
小
野
洋
一

さ
ん
の
再
任
に
同
意
。

　

任
期　

平
成
29
年
５
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
５
月
28
日

○ 

同
意
第
２
号　

副
町
長
の
選
任
同
意

　

平
成
19
年
６
月
か
ら
不
在
の
副
町
長
に
、

現
総
務
課
長
の
遠
藤
義
一
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
。

　

任
期　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
３
月
31
日

○ 

議
案
第
１
号　

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関

　

 

す
る
条
例
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

　

 

員
会
付
託
事
件
）

　

適
切
に
維
持
管
理
が
な
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
空
き
家

等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
基
本
姿
勢
を
示

し
て
、
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
制
定

す
る
も
の
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
。
酪
農
業
の
仕
事
は
朝
５
時

か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
、
牛
は
大
量
に
糞
を
す
る
の
で
牛
床
の
掃

除
に
始
ま
り
、
餌
や
り
、
搾
乳
、
子
牛
の
哺
乳
な
ど
で
３
〜
４

時
間
、
昼
間
は
餌
や
り
、
牛
床
の
掃
除
。
夕
方
は
再
び
朝
の
作

業
の
繰
り
返
し
。
動
物
相
手
の
仕
事
の
た
め
３
６
５
日
休
み
は

な
く
、
た
ま
に
休
む
と
な
る
と
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
依
頼
す
る
こ

と
に
な
り
、
休
む
に
も
お
金
が
か
か
る
。

　

酪
農
業
の
収
入
は
乳
代
と
牛
の
個
体
販
売
の
み
で
、
経
営
す

る
に
は
経
営
戦
略
が
重
要
に
な
る
。
酪
農
の
形
態
は
繋
ぎ
と
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
本
町
は
繋
ぎ
形
態
が
多
い
。
昨
年
よ
り
、

「
な
か
と
ん
牛
乳
」
の
製
造
が
始
ま
り
、
町
内
の
商
店
で
も
販

売
さ
れ
、
購
入
者
か
ら
は
「
濃
く
て
お
い
し
い
」
と
好
評
を
得

て
い
る
。

　

酪
農
業
は
３
Ｋ
と
言
わ
れ
、
大
変
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て

い
る
が
、
親
の
仕
事
を
子
ど
も
に
見
せ
ら
れ
る
こ
と
や
家
族
経

営
で
人
間
関
係
に
悩
む
こ
と
が
な
い
な
ど
、
酪
農
業
な
ら
で
は

の
良
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
年
々
、
離
農
件
数
が
増
え
て
い
る
が
、
新

規
就
農
者
が
少
し
ず
つ
増
え
、
減
少
傾
向
に
あ
る
酪
農
業
に
歯

止
め
を
か
け
つ
つ
あ
る
。
全
国
で
新
規
就
農
者
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

佐
藤
奈
緒
）

議
員
だ
よ
り

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

『
酪
農
振
興
へ
の
期
待
』

〜
私
の
思
い
〜

３
月
８
日
議
決

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
東
海
林
繁
幸
委
員
長
）

は
、
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
３
月
１
日
の
第

１
回
定
例
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

調
査
事
項

１　

第
７
期
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

２　

観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

３　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て

４　

町
内
工
事
視
察

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
増
改
修
工
事

調
査
結
果

１　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
前
期
実
施
計
画
の

　

実
施
状
況
、
評
価
、
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
平
成

　

29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
後
期
実
施
計
画
に
お
け
る

　

最
重
点
課
題
、
重
点
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

２　

現
在
策
定
中
の
観
光
振
興
計
画
の
骨
子
に
つ
い
て
説
明
を

　

受
け
た
。

３　

平
成
28
年
12
月
末
現
在
の
損
益
計
算
書
と
平
成
29
年
１
月

　

末
現
在
の
宿
泊
者
数
、
入
館
者
数
、
会
食
者
数
を
も
と
に
経

　

営
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。
利
用
者
数
は
前
年
同
期
を
上
回

　

っ
て
お
り
、
営
業
利
益
は
昨
年
度
の
28
万
９
千
円
か
ら
１
２

　

５
万
３
千
円
増
の
１
５
４
万
２
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

４　

本
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
特
別
養
護
老

　

人
ホ
ー
ム
長
寿
園
増
改
修
工
事
を
視
察
し
た
。

審
査
意
見

２　

観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て
、
計
画
案
が
で
き
た
段
階
で
議

　

会
に
示
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
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平成２９年度　８会計予算成立
～総額４６億７，２１８万円～

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
29

年
度
８
会
計
予
算
案
は
、
全
議
員
で
構

成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

（
星
川
三
喜
男
委
員
長
）
に
審
査
を
付

託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
８
日
、
９

日
に
審
査
を
行
い
、
原
案
可
決
。

　

９
日
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
星
川

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

委
員
長
報
告
ど
お
り
す
べ
て
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

平成29年度予算編成内容
　本年度の予算総額は、46億7,218万円で前年度比6,417万円（1.4%）の減少となりました。
　一般会計は、前年度比3,482万円（1.0％）の増額であります。
　歳入では、大半を占める地方交付税については、国の地方財政計画上ほぼ前年度同額が確保されてい
ることから前年度比4,040万円増としています。国庫支出金では、地方創生推進交付金の計上や道路橋
梁費補助金の増額などにより9,869万円の増額、道支出金では、地域づくり総合交付金の減少などによ
り5,372万円の減額、町債については、継続事業である特別養護老人ホーム施設整備助成事業費の減少
により5,205万円の減額となっています。
　歳出では、人件費で2,911万円の減額、物件費では、地方創生や観光振興、新エネルギー等の各種新
規事業の増加により6,696万円の増額となっています。補助費では、特別養護老人ホーム施設整備助成
金の減少などにより9,617万円の減額、普通建設事業では町道や寿スキー場リフト整備等に係る新規事
業や、継続事業である林業専用道などにより１億4,613万円の増額となりました。
　財政健全化に努力したことにより、収入に占める公債費が減少しましたが、収入の多くを占める地方
交付税については依然不透明な部分が多く、今後財源確保に苦慮する事態も予想されます。予算執行に
あたっては、行政サービスを低下させることなく効率性を追求しながら収支均衡を実現することが求め
られています。

予算審査特別委員会（星川委員長）

                       

■各会計予算の状況  （単位：万円） 
年 度 別 

会 計 別 
平成 29 年度

予 算 額 
平成 28 年度

予 算 額

比   較 
金 額 率％ 

一 般 会 計 33 億 7,905 33 億 4,423 3,482 1.0

自動車学校事業特別会計 3,306 3,530 ▲224 ▲6.3

国民健康保険事業特別会計 2 億 7,232 2 億 8,237 ▲1,005 ▲3.6

国民健康保険

病院事業会計 
収益的収支 5 億 2,759 5 億 3,396 ▲637 ▲1.2
資本的支出 3,679 1 億 1,978 ▲8,299 ▲69.3

水 道 事 業 特 別 会 計 8,843 9,118 ▲275 ▲3.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 9,116 8,873 243 2.7

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 2 億 1,764 2 億 1,360 404 1.9

後期高齢者医療事業特別会計 2,614 2,720 ▲106 ▲3.9

合     計 46 億 7,218 47 億 3,635 ▲6,417 ▲1.4



                       

予算計上された主な臨時事業 
（単位：万円）

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

総 務 費 新エネルギー導入事業 629 バイオマス事業計画策定 

全社会資源参加シェアコミュニテ

ィ構築事業 

2,375 ライドシェア運営事業、その他分野シ

ェア実証試行 

民 生 費 特別養護老人ホーム施設整備助成

事業 

25,000 特別養護老人ホーム増改修事業に対

する補助 

衛 生 費 し尿処理車両購入費助成事業 990 バキューム車両購入費一部助成 

農林水産業費 森林管理道松麿線開設事業 1,300 道営事業負担金 

林業専用道天北線開設事業 3,250 延長 400ｍ、幅員 3.5ｍ 

商 工 費 プレミアム商品券発行事業 350 プレミアム商品券発行補助 

地域産業創出による雇用創出促進

事業 

3,980 観光パンフレット、ホームページ作

成、コテージ改修、周辺整備等委託 

土 木 費 中頓別駅向線整備・交付金事業 7,000 延長 270ｍ、幅員 5.5ｍ、歩道 270ｍ

橋梁長寿命化修繕・更新・点検事業 3,700 藤山橋修繕、松栄橋設計、点検 22橋

秋田原野線整備・交付金事業 8,300 延長 1,000ｍ、幅員 5.5ｍ、概略設計

名2員教127 置配員教担負費町 費育教  

寿スキー場リフト設備実施設計 1,620 リフト、支柱等交換実施設計 

寿スキー場ロッジ等改修実施設計 220 トイレ、バリアフリー化実施設計 

                       

                       

                       

■一般会計 
歳 入                   （単位：万円） 

款 29 年度 28 年度 比 較 増減％ 
町 税 15,734 15,452 282 1.8 
地 方 譲 与 税 4,873 4,672 201 4.3 
地 方 交 付 税 194,343 190,303 4,040 2.1 
使 用 料 手 数 料 9,836 9,918 ▲82 ▲0.8 
国 庫 支 出 金 25,125 15,256 9,869 64.7 
道 支 出 金 14,571 19,943 ▲5,372 ▲26.9 
財 産 収 入 893 838 55 6.6 
繰 入 金 8,581 9,079 ▲498 ▲5.5 
諸 収 入 4,876 4,263 613 14.4 
町 債 53,272 58,477 ▲5,205 ▲8.9 
そ の 他 5,801 6,222 ▲421 ▲6.8 

合  計 337,905 334,423 3,482 1.0 

歳 出                  （単位：万円） 

款 29 年度 28 年度 比 較 増減％ 
議 会 費 4,421 4,439 ▲18 ▲0.4
総 務 費 57,853 59,051 ▲1,198 ▲2.0
民 生 費 67,873 78,987 ▲11,114 ▲14.1
衛 生 費 38,670 39,431 ▲761 ▲1.9
労 働 費 6 7 ▲1 ▲14.3
農 林 水 産 業 費 20,823 19,247 1,576 8.2
商 工 費 16,258 10,942 5,316 48.6
土 木 費 29,804 17,911 11,893 66.4
消 防 費 14,531 13,244 1,287 9.7
教 育 費 19,514 17,767 1,747 9.8
公 債 費 42,898 48,586 ▲5,688 ▲11.7
諸 支 出 金 25,204 24,761 443 1.8
そ の 他 50 50 0 0.0

合  計 337,905 334,423 3,482 1.0

なかとんべつ町議会だより１９７号 12
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主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

　

森
林
管
理
事
業
で
購
入
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
１
台
の

用
途
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

強
風
等
に
よ
る
風
倒
木
が
林
道
通
行
の
妨
げ
と
な
っ

て
お
り
、
被
害
状
況
確
認
の
際
に
利
用
す
る
も
の
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
長
）

　

中
小
企
業
融
資
貸
付
金
の
返
済
未
納
額
、
貸
付
件
数
、

貸
付
額
の
現
在
高
は
。　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

返
済
未
納
額
は
な
い
。
貸
付
現
在
高
は
、
本
年
２
月

２
日
現
在
で
11
件
、
５
千
３
０
０
万
円
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
長
）

　

中
華
大
学
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
事
業
補
助
金
４
０
０
万

円
の
使
途
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

中
華
大
学
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
宿
泊
施
設
の

確
保
、
通
訳
の
経
費
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
託
料

な
ど
で
あ
る
。　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
長
）

　

公
営
住
宅
入
居
者
が
退
去
し
た
場
合
、
防
犯
上
、
ド

ア
の
鍵
の
交
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。
（
宮
崎
委
員
）

　

今
後
検
討
し
た
い
。　

（
山
内
産
業
建
設
課
参
事
）

　

普
通
交
付
税
が
前
年
度
比
４
千
40
万
円
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
。
（
東
海
林
委
員
）

　

平
成
28
年
度
交
付
額
20
億
３
２
８
万
円
で
、
平
成
29

年
度
は
地
方
財
政
計
画
２
・
２
％
の
減
を
考
慮
し
、
19

問答問答問答問答問答 ○
一
般
会
計

■
農
林
水
産
業
費

歳
出

○
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

○
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

問答問答
億
５
千
９
２
９
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
前
年
度
に
比

べ
当
初
事
業
に
充
当
し
た
額
が
増
え
て
い
る
が
、
１
億

１
千
５
７
８
万
円
の
留
保
額
と
し
て
い
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
尾
総
務
課
参
事
）

　

公
営
住
宅
共
有
部
分
の
電
気
料
は
、
入
居
者
が
徴
収

・
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
に
伴
い
負
担
が

増
加
し
て
い
る
。
町
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

老
人
単
身
住
宅
入
居
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
が
、
課

内
で
検
討
し
た
い
。　
　

（
山
内
産
業
建
設
課
参
事
）

（
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
に
お
い
て
特
例
軽
減
措
置
の

軽
減
率
を
変
更
す
る
条
例
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
本
町

で
対
象
と
な
る
人
数
、
影
響
額
は
。　

（
佐
藤
委
員
）

　

広
域
連
合
で
調
査
中
の
た
め
、
調
査
終
了
後
に
お
知

ら
せ
し
た
い
。　
　
　
　
　

（
吉
田
保
健
福
祉
課
長
）

（
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

（
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

■
使
用
料
及
び
手
数
料

■
商
工
費

■
土
木
費

■
地
方
交
付
税

歳
入

○ 

議
案
第
27
号
　
平
成
28
年
度
一

　 

般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
千
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
は
39
億
３
９
４
万
円
に
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
１
千
万
円
を
追
加
し

て
総
額
３
千
８
７
４
万
円
に
。

○ 

議
案
第
28
号
　
平
成
28
年
度
国

　 

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

　 

正
予
算

　

歳
入
の
う
ち
、
財
政
調
整
交
付

金
を
１
千
万
円
減
額
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
１
千
万
円
追
加

し
て
、
繰
入
金
総
額
３
千
８
７
４

万
円
に
。

○ 

議
案
第
29
号
　
平
成
29
年
度
一  

　 

般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
５
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
33
億
８
千
２
６
２
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉

機
械
設
備
修
繕
料
３
５
６
万
円
（

商
工
費
）
を
追
加
。

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
が
３

月
27
日
招
集
さ
れ
、
次
の
３
議
案

を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

（
３
月
27
日
）

第
１
回
臨
時
会
結
果



16日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
27日　広島県大崎上島町交流団歓迎会
28日　第34回北緯45度しばれまつり

１日　第１回定例会
４日　中華大学観光学院視察団歓迎懇談会
５日　第１回定例会（サンデー議会）
８日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審
　　　査）
　　　予算審査特別委員会
９日　予算審査特別委員会
　　　第１回定例会
　　　自治記念式表彰審議委員会
11日　武部代議士・吉田道議・三好道議を囲
　　　む新春の集い（稚内市）
13日　中頓別中学校卒業式
19日　中頓別小学校卒業式
20日　台湾観光関連等視察団歓迎懇親会
21日　南宗谷消防組合議会（枝幸町）
　　　南宗谷衛生施設組合議会（浜頓別町）
27日　第１回臨時会
28日　認定こども園卒園式

議会の動き
29年１月

４日　認定こども園生活発表会
14日　いきいきふるさと常任委員会（所管事
　　　務調査）
17日　議会運営委員会
22日　議会運営委員会

２月

３月

１日　認定こども園入園式
　　　自治記念式
７日　中頓別小学校入学式
　　　中頓別中学校入学式
10日　議会広報編集特別委員会
17日　議会広報編集特別委員会

４月

なかとんべつ町議会だより１９７号 14

編
　
集
　
後
　
記

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
そ
こ
此
処
に

初
々
し
い
新
入
生
の
姿
を
見
か
け
る
こ
の

頃
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
寿
ス
キ
ー
場
も
３
月
20
日
で
事

故
も
な
く
無
事
に
営
業
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

我
が
家
は
今
年
も
親
子
で
教
育
委
員
会
主

催
の
「
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
去
年
は
ほ
と
ん
ど

滑
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

教
育
委
員
会
の
方
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ

る
熱
心
な
指
導
の
も
と
練
習
を
重
ね
、
最

終
日
に
は
初
心
者
コ
ー
ス
の
中
腹
か
ら
下

ま
で
滑
っ
て
降
り
ら
れ
る
位
ま
で
上
達
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
中
頓
別
に
嫁
い
で
８
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
は
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
指
導
し
て
く
だ
さ
り
尚
且
つ
無

料
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
す
ご
く
驚
い

て
い
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
道
内
、
道
外

に
中
頓
別
町
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
町
内
に
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ー
場
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

道
内
で
も
近
く
に
ス
キ
ー
場
が
な
く
、
遠

方
ま
で
出
か
け
ス
キ
ー
を
す
る
方
も
少
な

く
な
い
中
で
、
町
内
に
ス
キ
ー
場
が
あ
る

と
い
う
の
は
中
頓
別
町
の
素
晴
ら
し
い
魅

力
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
佐
）

             

議員の活動実績と一般質問回数
（平成２８年４月～平成２９年３月） 

会議名 

 

議員名 

定例会・臨時会 各種委員会 一般

質問

回数
出席義

務日数

出席 

日数 

出席義

務日数 

出席

日数

佐 藤 奈 緒 １３ １２ １８ １７ ３ 

長谷川克弘 １３ １３ ２６ ２６ ３ 

西 浦 岩 雄 １３ １３ １０ １０ ３ 

宮 崎 泰 宗 １３ １３ １０ １０ ４ 

細 谷 久 雄 １３ １３ ２６ ２６ ４ 

東海林繁幸 １３ １３ １８ １８ ４ 

星川三喜男 １３ １３ １８ １８ ４ 

村 山 義 明 １３ １３ １８ １８ ‐ 

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長） 

（注２）各種委員会は、議会運営委員会、常任委員会、議会広報編

集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委員会

等を指します。 

（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。 

（注４）一部事務組合議会議員（細谷議員、長谷川議員、東海林議

員、佐藤議員）の日数は含まれていません。 


